育成会に期待すること
藤吉　和彦

平成１５年４月理事に就任しました。当時、期の半ばでの理事長選任等、人事その他、問題がありました。同年１１月、岩城弁護士が理事となられ適切なアドバイスと理事の方々の良判断で安定してまいりました。
　私は井上理事長の後任として平成１８年１１月に就任しました。つぼみ作業所の移転、応能負担の件、事業部の契約金減少、訓練生制度の見直し等、あっという間の４年間でした。
　平成２２年１１月、向井理事長が就任され、大変な努力で、多くの事業を展開する大きな組織となっています。親なき後の地域共同生活援助施設も建設の運びです。
　私共保護者が望むことは育成会基本理念の中の一つ「障がいのある人とその家族の、あらゆる段階のライフステージを支援できる」この事の強固な構築です。保護者会活動と法人が一体となって、この命題に取り組んで頂きたいと思います。
育成会に入職された職員が重責を担う時代となりました。後進の方々を正しく教育いただいて、組織が大きくなる中で、その能力を引き出してもらいたいと思います。ロボットが社会の労働市場を大きく変化させると云われています。人間にしか出来ない福祉の仕事は益々重要度を増すと考えられています。職員が誇りを持ち、利用者と保護者が信頼して、共に喜び進んで協力しあえる関係を築いていきたいものです。
[bookmark: _GoBack]　８年後、育成会発足５０周年となります。障がい児者の、あらゆる段階のライフステージを支援できる立派な成果が実現できるよう頑張り祝いたいものです。
